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《9～10 月の海況》 
 

沿岸定地水温は、浜田地区では、9月上・中・下旬は「やや高め」、
となり，10月に入り上旬時点で「平年並み」で経過しています。恵
曇地区では、9月上旬は「やや高め」、中旬は「平年並み」、下旬は
「やや高め」となり，10月に入り上旬時点で「平年並み」で経過し
ています。 

 

 
 

 《9 月の漁況》 
【中型まき網漁業】 

浜田地区ではマアジ主体の漁況で、1 統 1 航海当りの漁獲量は 17.0 トンで平年を上回りました。魚種別の動向
（総漁獲量）は、マアジは 204 トンで平年の 1.7 倍、サバ類は 71.5 トンで平年の 1.2 倍となりました。隠岐地区で
はマイワシ、サバ類主体の漁況で、1 統 1航海当りの漁獲量は 54.3 トンで平年並みでした。魚種別の動向（総漁獲
量）は、マイワシは 2,963 トンで平年の 1.8 倍、サバ類は 1,042 トンで平年の 1.3 倍となりました。一方で、例年
9 月に漁獲の主体となるマアジは 174 トンで平年の 1割以下、カタクチイワシも 27.1 トンで平年の 1割以下に留ま
りました。 

【イカ釣漁業】 
浜田地区（属地 5 トン以上）ではケンサキイカ（全体 100%）が主体の漁況で、1 隻 1 航海当りの漁獲量は 112kg

で平年を下回りました。西郷地区（属人 5 トン以上）ではケンサキイカ（全体の 99%）が主体の漁況で、1隻 1航海
当りの漁獲量は 89kg で平年並みでした。 

【沖合底びき網漁業】 
 浜田地区ではケンサキイカ、ムシガレイ、キダイを主体に、1統1航海当たりの漁獲量は12.4トンで平年並みでした。
魚種別の動向（総漁獲量）は、ケンサキイカは平年の1.3 倍、ムシガレイは平年の 7割、キダイは平年の1.4 倍の水揚で
した。その他、アナゴ類は平年の1.4 倍、アカムツは平年の1.2 倍、マダイは平年の3.1 倍の水揚げだった一方、アンコ
ウは平年の7割、ソウハチは平年の1割の水揚に留まりました。 

【小型底びき網漁業】 
大田地区（和江・久手）ではアカムツ、ケンサキイカ、キダイ主体の漁況で、1統1航海当たりの漁獲量は706kgで平年

並みの水揚げとなりました。魚種別の動向（総漁獲量）は、アカムツは平年の 1.5 倍、ケンサキイカは平年の 1.7 倍、キ
ダイは平年の7割でした。その他、アナゴ類は平年の1.1倍、アンコウは平年の5 割、カワハギ類は平年の7割、ソウハ
チは平年の9割の水揚げでした。 

【定置網漁業】 
出雲地区ではサワラ類主体の漁況で、1統当りの漁獲量は28.5 トンで平年並みでした。魚種別の動向（総漁獲量）は、サ

ワラ類は平年の1.6倍の漁獲量でした。石見地区ではサワラ類、サバ類、マアジ主体の漁況で、1統当りの漁獲量は31.8ト
ンで平年を上回りました。魚種別の動向（総漁獲量）は、サバ類は平年の2.6倍の漁獲量でした。隠岐地区ではマイワシ、サ
バ類主体の漁況で、1統当りの漁獲量は21.2 トンで平年を上回りました。魚種別の動向（総漁獲量）は、マイワシは平年の
3.7倍、サバ類は平年の5.1倍の漁獲量でした。 

【釣・縄】 
出雲地区ではケンサキイカが主に漁獲され、1隻 1航海当りの漁獲量は 46 ㎏で平年を上回りました。石見地区で

はケンサキイカが主に漁獲され、1 隻 1航海当りの漁獲量は 56㎏で平年を上回りました。隠岐地区ではケンサキイ
カが主に漁獲され、1隻 1航海当りの漁獲量は 48 ㎏で平年並みでした。 

9 月 月平均 平年差 評 価 

浜田 26.3℃ 1.2℃ やや高め 

恵曇 26.2℃ 1.3℃ やや高め 

島根県水産技術センター   平成 30 年 10 月 31 日発行 

トビウオ通信 漁況速報 (10月号) 
（本誌はホームページでもご覧いただけます。） 

http://www.pref.shimane.lg.jp/suigi/  （TEL 0855-22-1720） 



- 2 - 

【平成 30 年 9月の漁獲統計】 

漁業種類 地区 主要魚種 

総漁獲量 CPUE（1 隻（統）１航海当り漁獲量） 漁
模
様 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 漁獲量 

前年

比 ％ 

平年

比 ％ 

中型まき網 
浜田 マアジ 356 トン 146％ 181％ 17.0 トン 132％ 152％ ◎ 

隠岐 マイワシ、サバ類 5,650 トン 85％ 69％ 54.3 トン 102％ 98％ ○ 

イカ釣り 

（５トン以

上） 

浜田 ケンサキイカ 15.0 トン 55％ 11％ 112kg 70％ 26％ ▲ 

西郷 ケンサキイカ 24.8 トン 120％ 188％ 89kg 62％ 102％ 〇 
沖合 

底びき網 
浜田 ケンサキイカ、ムシガレイ、キダイ 347 トン 99％ 99％ 12.4 トン 96％ 103％ 〇 

小型 

底びき網 
大田 アカムツ、ケンサキイカ、キダイ 321 トン 89％ 79％ 706kg 92％ 102％ ○ 

定置網 

(大型） 

出雲 サワラ類 371 トン 129％ 103％ 28.5 トン 139％ 109％ ○ 

石見 サワラ類、サバ類、マアジ 127 トン 155％ 130％ 31.8 トン 155％ 130％ ◎ 

隠岐 マイワシ、サバ類 64 トン 169％ 166％ 21.2 トン 169％ 166％ ◎ 

釣り・縄 

出雲 ケンサキイカ 36 トン 79％ 73％ 46kg 114％ 116％ ◎ 

石見 ケンサキイカ 40 トン 86％ 94％ 56kg 131％ 140％ ◎ 

隠岐 ケンサキイカ 33 トン 84％ 77％ 48kg 105％ 114％ ○ 

平年比：過去 5年（沖底のみ 10 年）の平均値との比較  漁模様（CPUE）：◎が平年以上、○が平年並み、▲が平年以下 

大型定置網漁業は 1統当り漁獲量です。 

 


